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	会議の名称
	桶川市立桶川東中学校　第４回学校運営協議会
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	議題
	（１）情報提供
（２）学校生活アンケートについて
（３）地域に根差した学校について
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	（１）情報提供





















（２）学校生活アンケートの結果について








（３）地域に根差した学校について

	
〇2学期、生徒の様子について
・インフルエンザ罹患断続的
・行事や大会、表彰の結果では、生徒の頑張りがあった。
・いじめ認知や不登校数等、問題が大きくなる前には解決するようにしている。学年が上がるにつれて、不登校数が増えているのは事実である。
・教職員の働き方改革について、部活動指導もあり、超過勤務が減らないのも事実である。
・フッ化物洗口を12月から開始している。
・令和6年に向けて、自転車情緒味のヘルメット着用を本校としてすすめている。
・現在、部活動の朝練習は本校のみ実施しているが、新年度は条件を付けて実施する。また、冬場の部活動時間が身時間ため、活動時間確保についても考えていく。
・部活動の地域移行については、進んでいない状況である。外部コーチの制度がすすむとよい。
・部活動の良さがあるが、継続するための整備がすすんでいない。
〇学校生活アンケートの結果について
・いじめについては、状況を把握したうえで認知していく。生徒同士の関係構築を、教員としても支えていきたい。
・生徒の考え方を支えていけるような、教員の寄り添いも大切である。
・生徒の自己肯定感は、本校は高くないのが現状である。学校課題研究としても、テーマとして、様々な教育活動でかかわっていく研究を進めている。
〇地域に根差した学校について
・PTA活動や学校応援団等、学校公開を広げていきたい。


・学校は、部活動やいじめ、様々な問題を抱えている。社会教育や、地域として、そして家庭としてどのような形をとっていくのか考えていくべきである。
・不登校については、10年ほど前から減少することがないように思われる。家庭教育と学校教育が重なり合う部分を大切にすることで、子供たちの教育力が高まっていくのではないか。


・本校では学修支援室を備え、教員や補助員の配置がある。そこに通いながら教室に戻る生徒もいる。生徒が心を開ける場所があるとよい。


・学校以外でも、公民館や児童館など社会教育施設がある。学校はもちろんだが地域で子供たちを支えていくこと、育てていくことが必要な時代である。

	配付資料
	（１）本校の現状についての資料
（２）学校だより















